
 

 

地域交流センターだより 

      （ふれあい金子） 

 

金子校区の人口 

男   5,589人 

女   5,964人 

計   11,553人 

世帯数  5,417世帯 

（平成 28年 6月末日現在） 

 

 

(発行所) 

庄内町一丁目 14番 7号 

地域交流センター 

電話  34－6320 

FAX  34－3289 

E-mail 

kanekou@city.niihama.ehime.jp 

 

第４号                      地域交流センターだより             平成２２年７月１日発行 

 

第６号                      地域交流センターだより               平成２２年９月１日発

行 

 

第 36号                      地域交流センターだより             平成２５年４月１日発行 

 

 

 

第 76号                      地域交流センターだより              平成２８年８月１日発行 

 

 

  

 

交
流
セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
八
年
度
の
運
営
審
議
会
委
員
が
決
ま
り 

ま
し
た
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 (

順
不
同) 

    

 

○ 

運
営
審
議
会
委
員
長 

・
山 

下 
 

和 

之 

（
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
長
） 

○ 

運
営
審
議
会
副
委
員
長 

・
柿 

木 
 
 

仁 
 

 
（
総
務
文
化
部
部
長
） 

○ 

運
営
審
議
会
委
員 

・
筒 

井 
 

宗 

彦 

（
南
中
学
校
校
長
） 

・
岡 

野 
 

弥 
生 

（
金
子
小
学
校
校
長
） 

・
井 

上 
 

信 

大 

（
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
） 

・
松 

田 
 

雄 

二 

（
金
子
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

・
永 

井 
 

昭 

憲 

（
連
合
自
治
会
会
長
） 

・
土 

肥 
 

公
一
郎 

（
連
合
自
治
会
副
会
長
） 

 

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
金
子
） 

夏
の
大
掃
除
の
お
知
ら
せ 

平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
（
土
）
九
時
か
ら
大
掃
除
を
行
い
ま
す
。 

日
頃
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
様 

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

○ 

運
営
審
議
会
委
員 

・
神 

野 
 

哲 

男 

（
民
協
会
会
長
） 

・
小 

野 
 
 

清 

（
連
合
老
人
会
長
） 

・
藤 

田 
 

温 

子 

（
連
合
老
人
副
会
長
） 

・
藤 

田 
 
 

一 

（
田
所
老
人
会
長
） 

・
神 

野 
 

直 

樹 

（
城
下
自
治
会
長
） 

・
丹 

下 
 

笑 

子 

（
体
育
振
興
会
副
会
長
） 

 
 
 

・
山 

下 
 

圭 

司 

 
 
 

 

（
青
少
年
部
長
） 

・
大 

西 
 

政 

年 
（
保
健
体
育
部
長
） 

 
 
 

・
桑 
田 

 

桂 

子 

 
 
 

 

（
ね
こ
ね
っ
と
代
表
） 

 

 

 

地域主体の集会として平成２８年度まちづ

くり校区懇談会を開催し、市長を交えて意見

交換を行います。皆様の参加をお待ちしてい

ます。 

今年の内容： 

・市政の重点事業について説明 

・連合自治会共通の市政課題について 

・過去の主要な地域課題の状況報告 

・各校区課題についての話し合い 

 金子
か ね こ

川
がわ

の久保田
く ぼ た

の西南端
せいなんふち

で川西
かわにし

の河内
こ う ち

に、人々
ひとびと

の幸福
こうふく

を祈
いの

って六体
ろくたい

の地蔵
じ ぞ う

が祀
まつ

られ

た六地蔵
ろくじぞう

（旧地名
きゅうちめい

）があり、今
いま

は神楽場
か ぐ ら ば

と呼
よ

んでいます。 

 秋山
あきやま

の爺
じい

さんのかっぷくから、地
ち

の人
ひと

は六地蔵
ろ く じ ぞ う

の西郷
さいごう

さんと呼
よ

んでいました。今
いま

の

久保田
く ぼ た

黒住
くろずみ

教会前
きょうかいまえ

に大
おお

クスの木
き

があり、その下
した

を爺
じい

さんが通
とお

りかかると、雨
あめ

が降
ふ

るよ

うに砂
すな

がパラパラと落
お

ちてきました。三度
さ ん ど

も出会
で あ

うので、「今日
き ょ う

こそ許
ゆる

さんぞ、下
お

り

て来
こ

い！」と、どなりつけ小石
こ い し

をなげつけると、それからはいたずらをしなくなった

ということです。 

 あるおぼろ月
つき

の夜
よる

、教会
きょうかい

の前
まえ

を通
とお

ると、きれいなべべ（着物
き も の

）を着
き

た美人
び じ ん

が「もし

もし爺
じい

さん、私
わたし

は足
あし

が痛
いと

うて歩
ある

けんので、向
む

かいの土手
ど て

までおんぶして渡
わた

してくれま

いか。」と、しきりに頼
たの

みます、爺
じい

さんは「よしよしわけのないことじゃ。」と、女
おんな

を

背負
せ お

ってやりました。ところが、大
おお

きなしっぽが手
て

にふれた。これ幸
さいわ

いと爺
じい

さんはし

っぽをしっかりとつかんで「タヌキちゃんよ、わしを誰
だれ

だと思
おも

うとるのか、今晩
こんばん

こそ

はだまされんぞ。連
つ

れていんでタヌキの正体
しょうたい

を見破
み や ぶ

ってやる、かくごせい！」と川
かわ

を

渡
わた

り終
お

わろうとすると、タヌキは「こらから人
ひと

をだまさんけん、どうぞおろしてくだ

さい。」と、必死
ひ っ し

に哀願
あいがん

します、「お前
まえ

はそう言
い

いもて、人
ひと

をだますけん絶対
ぜったい

におろさ

んぞ、タヌキ汁
じる

にして食
く

うてやるけんかくごせい。」と、こっぴどく戒
いまし

めてから助
たす

け

てやりました。 

 爺
じい

さんの恩
おん

を知
し

ってか、その後
ご

は、このおんぶ 

タヌキは人
ひと

を化
ば

かさぬようになったということです。 

                                       （完） 

 

六地蔵
ろ く じ ぞ う

のおんぶタヌキ ふるさと探訪シリーズ 

 

平成２8年度 

まちづくり校区懇談会のお知らせ 

会 場： 地域交流センター・多目的ホール 

 
問い合わせ：秘書広報課 （６５―１２５１） 

 

日 時： 平成２８年８月３１日（水） 

１９時から～２０時３０分 

 

 

☆ 

新
居
浜
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会 

☆ 

 


